
ＤＰＣにおける高額な新規の医薬品等への対応について
1

2

仮想投与回
数

（ 数）

標準的費用
（A×B）

06007xxx97x3xx 60.90回 1,308,461円 493,546円

06007xxx97x40x 34.52回 741,676円 272,325円

06007xxx97x41x 52.71回 1,132,495円 557,564円

06007xxx99x3xx 38.70回 831,485円 269,174円

06007xxx99x40x 16.90回 363,103円 155,126円

06007xxx99x41x 29.96回 643,703円 342,914円

100360xxxxxxxx 3.18回 18,778円 4,445円
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100360　小人症

グロウジェクト注射
用　1.33mg
グロウジェクト注射
用　8mg
グロウジェクトBC注
射用　8mg

ソ マ ト ロ ピ ン
(遺伝子組換え)

1.33mg　1瓶

8mg　1瓶

8mg　1筒

9,700円

74,906円

71,885円

骨端線閉鎖を伴わ
ないSGA性低身長

0.23mg/kgを6～7
回に分けて1週間
かけて皮下注
射。

体重を20kgと仮定し、
4.6mg(週)を7回にわけ
て投与すると、2日で
1.33mg　1瓶(9,700円)
を使用することとな
る。

新規に薬価収載された医薬品等については、DPC/PDPSにおける診療報酬点数表に反映されないことから、一定の基準に該当する医薬品等を使用した患者について
は、包括評価の対象外とし、次期診療報酬改定までの間、出来高算定することとしている。

平成24年６月22日、８月10日、８月24日に新たに効能が追加される医薬品及び平成24年８月28日薬価収載を予定している医薬品のうち以下に掲げるものは、上記基
準に該当する。よって、これらの薬剤を使用した患者であって当該薬剤に対応する出来高算定対象診断群分類に該当する患者については、次期診療報酬改定までの
間、出来高算定することとしてはどうか。

平均在院日数を加味した
１入院当たり標準的費用 包括範囲薬剤

の
84%tile値

１回投与当たりの
標準的な費用

（A)
用 法 用 量規格単位 薬 価 効能効果成分名

出来高算定対象
診断群分類

銘　柄　名

06007x　膵臓、脾臓の腫瘍

スーテントカプセル
12.5mg

スニチニブリン
ゴ酸塩

12.5mg　1cap 7161.8円 根治切除不能の膵
内分泌腫瘍

1日1回37.5mgを
経口投与。

21485.4円/日

平成24年８月28日薬価収載を予定している医薬品のうち類似薬効比較方式により薬価が設定され、かつ当該類似薬に特化したDPCが既に設定されている以下に掲げ
るものは、薬剤費の見込額が当該DPCと比較した場合に出来高算定する基準には該当しないため、当該DPCにおいて算定することとしてはどうか。

銘　柄　名 成分名 規格単位 薬 価 効能効果 用 法 用 量
１回投与当たりの

標準的な費用
新たな算定ルール

11001x　腎腫瘍
インライタ錠　1mg
インライタ錠　5mg

アキシチニブ
※類似薬は「ソ
ラフェニブトシ
ル酸塩」

1mg　1錠
5mg　1錠

2,006.2円
9,094.4円

根治切除不能又は
転移性の腎細胞癌

1回5mgを1日2回
経口投与。

18188.8円/日
本剤は類似薬効比較方式(Ⅰ)により薬価が算定され、類似
薬が「ソラフェニブトシル酸塩」であったことから、
11001x　腎腫瘍の「ソラフェニブトシル酸など」による分
岐を選択する。

○ 前年度に使用実績のない医薬品等は、当該医薬品等の標準的な使用における薬剤費（併用する医薬品を含む）の見込み額が、使用していない症例の薬剤費の

84%tileを超えること。

○ 包括評価の対象外とするか否かは、個別DPC（診断群分類）毎に判定するものとする。
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